
平成１４年（ネ）第５０５号 製造販売差止等本訴請求、同反訴請求控訴事件（原
審・大阪地方裁判所 平成１２年（ワ）第７２０９号、１４０５３号）
　　　　　　　　　　　判　　　　決
      
　控訴人（１審本訴原告・反訴被告）　　株式会社呉商
  控訴人（１審本訴原告・反訴被告）　　株式会社サミット
　上記両名訴訟代理人弁護士　　      　辻　　　公　雄
  同                        　　　　　阪　口　徳　雄
  同　　　　　　　　　　　　　　　　　谷　口　達　吉
  同　　　　　　　    　　　　　　　　三　井　雅　友
  同　　　　　　　　　　　　　　　　　向　井　理　佳
  同　　　　　　　　　　　　　　　　　金　藤　　　力
  同補佐人弁理士　　　　　　　　　　　中　野　収　二
      
  被控訴人（１審本訴被告・反訴原告）　アサヒ電機株式会社
　同訴訟代理人弁護士  　　　　　　　　藤　山　利　行
  同補佐人弁理士　　　　　　　　　　　古　川　泰　通
  同　　　　　　　　　　　　　　　　　中　嶋　隆　宣
　　　  　　　　　　　主　　　　文
  １　本件控訴をいずれも棄却する。
　２　控訴費用は控訴人らの負担とする。
　　　                事実及び理由
第１　当事者の求めた裁判　　
  １　控訴人ら
    (1)　原判決を取り消す。
    (2)ア　被控訴人は、別紙物件目録１の２、同２の２、同３の２、同４の２及び
同５の２記載の製品を製造販売してはならない。
    　イ　被控訴人は、別紙物件目録１の２、同２の２、同３の２、同４の２及び
同５の２記載の製品を破棄せよ。
    　ウ　被控訴人は、控訴人らに対し、１０００万円及びこれに対する平成１２
年７月２７日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。
　　(3)　被控訴人の反訴請求を棄却する。
    (4)　訴訟費用は、第１、２審とも被控訴人の負担とする。
　２　被控訴人
    　主文と同旨
　　（以下、控訴人らを「原告ら」、被控訴人を「被告」という。また、略称は原
判決のそれによる。）
第２　事案の概要
　１　原審において、別紙特許権目録記載の特許権（以下「本件特許権」といい、
その特許発明を「本件発明」という。）を共有する原告らは、本訴請求として、被
告に対し、被告による別紙物件目録１ないし５記載のパチンコ台の表示装置の製造
販売が、本件特許権の侵害に当たるとして、上記のパチンコ台の表示装置の製造販
売の差止め、廃棄及び不法行為に基づく損害賠償として１０００万円及びこれに対
する本訴状送達の日の翌日である平成１２年７月２７日から支払済みまで民法所定
年５分の割合による遅延損害金の支払を求めた。他方、被告は、反訴請求として、
原告らに対し、原告らが、被告の取引先に、別紙物件目録１ないし５記載のパチン
コ台の表示装置の販売が本件特許権を侵害するという事実を通知したことは、原告
らと競争関係にある被告の営業上の信用を害する虚偽事実の告知に当たるとして、
不正競争防止法３条１項、２条１項１４号に基づき、上記のパチンコ台の表示装置
が本件特許権を侵害するという事実の告知又は流布の差止めを求めた。
    　原判決は、原告らの本訴請求をいずれも棄却し、被告の反訴請求を認容した
が、これに対し、原告らが本件控訴を提起した。原告らは、当審において、上記の
被告の製造販売するパチンコ台の表示装置の構成についての主張を変更し、別紙物
件目録１ないし５を別紙物件目録１の２、２の２、３の２、４の２及び５の２に改
めた。
　２　基礎となる事実（(6)、(7)以外の事実は当事者間に争いがない。）
　　(1)　原告らは、本件特許権を共有している。
    (2)　本件発明の特許出願の願書に添付された明細書（以下「本件明細書」とい



う。）の特許請求の範囲第１項の記載は、別紙特許権目録記載の「特許請求の範
囲」記載のとおりである。
    (3)　本件発明の構成要件を分説すれば、次のとおりである。
      Ａ　パチンコ台毎に取付けられその台の作動状況等を表示するパチンコ台の
表示装置において、
      Ｂ　文字・図形を表示する表示板と、ランプと、呼出しスイッチと、制御装
置とを一つの筐体に装着する一方、
      Ｃ　前記制御装置は複数の表示内容を記憶するメモリと、ＣＰＵとを備え、
      Ｄ　前記ＣＰＵはパチンコ台および呼出しスイッチから入力される作動状況
を示す信号に基づいて作動状況に対応する表示内容を示すプログラムを前記メモリ
から読出して前記表示板およびランプに表示させることを特徴とするパチンコ台の
表示装置。
    (4)　被告は、いずれもパチンコ台の表示装置である、「みっかー」という名称
の製品（以下「イ号物件」という。）、「テスラⅡ」という名称の製品（以下「ロ
号物件」という。）、「み・る・ん・だ」という名称の製品（以下「ハ号物件」と
いう。）、「みてーね」という名称の製品（以下「ニ号物件」という。）及び「グ
ラフリー」という名称の製品（以下「ホ号物件」といい、イ号物件、ロ号物件、ハ
号物件、ニ号物件及びホ号物件をまとめて「被告製品」という。）を製造販売して
いる。
　　(5)　被告製品の構成につき、原審では、原告ら及び被告の双方とも別紙物件目
録１ないし５の各「二　構造の説明①ないし⑦」に記載のとおりであるとして、争
いがなかった。しかし、原告らは、当審において、被告製品の構成につき主張を、
「二　構造の説明⑦」について変更し、別紙物件目録１の２、２の２、３の２、４
の２及び５の２の各「二　構造の説明①ないし⑦」（①ないし⑥は別紙物件目録１
ないし６と同じ。）に記載のとおりであると主張し、被告は、「二　構造の説明⑦
について」の変更後の主張を争っている。（なお、上記の構造の説明の番号が同じ
であっても、各物件によって構成の内容に異なる部分がある。しかし、本件発明の
構成要件との対比を行う上において、各物件の構成の内容の相違は影響せず、同じ
番号であれば、同じように構成要件該当性を論じることができる。そこで、以下で
は、特に被告製品のうちのどの物件の構成を指すかを断らない限り、前記の「二　
構造の説明①ないし⑥」については、各被告製品の同じ番号の構成をまとめて、例
えば「構成①」のように、番号をもって表す。）
    (6)　構成③は、構成要件Ｃを充足する（弁論の全趣旨）。
　　(7)　無効審判と訂正請求
　　　ア　本件発明につき、ダイコク電機株式会社が、平成１２年４月、原告らを
被請求人として、特許無効審判の申立てをした（無効２０００－３５２１３〔以下
「無効審判事件１」という。〕）。その後、無効審判事件１は、本件発明に対する
別の２件の無効審判事件（無効２０００－３５３８６号〔以下「無効審判事件２」
という。〕、無効２０００－３５３８７号〔以下「無効審判事件３」という。〕）
と併合されて審理がなされたが、その間、原告らは、本件発明の特許請求の範囲に
つき、次のとおり、訂正請求を行った（ゴシック体による表示部分が、この訂正請
求により追加された部分である。以下「本件訂正請求１」という。）（甲５、６、
乙２３、２４）。
　　　　　１．パチンコ台と別体の一つの筺体を備え、パチンコ台毎に取付けられ
その台の作動状況等を表示するパチンコ台の表示装置において、
        　文字・図形を表示する表示板と、ランプと、呼出しスイッチと、制御装
置とをパチンコ台と別体の一つの筐体に装着する一方、前記制御装置は複数の表示
内容を記憶するメモリと、ＣＰＵとを備え、前記ＣＰＵはパチンコ台および呼出し
スイッチから入力される作動状況を示す信号に基づいて作動状況に対応する表示内
容を示すプログラムを前記メモリから読出して前記表示板およびランプに表示させ
ることを特徴とするパチンコ台の表示装置。
　　　イ　無効審判事件１ないし３は、平成１３年１０月に口頭審理が行われた
後、審理が分離され、平成１４年５月２４日、無効審判事件１及び３につき、それ
ぞれ、本件訂正請求１につき訂正を認め、かつ、本件発明を無効とする旨の審決が
なされた。原告らは、これらの審決につき、東京高等裁判所に審決取消訴訟を提起
し（同裁判所平成１４年（行ケ）第３１７号、同裁判所平成１４年（行ケ）第３１
８号）、現在、これらの審決取消訴訟が同裁判所に係属中である（甲５、１１、１
２、１９、乙２３、２４、弁論の全趣旨）。



　　　ウ　他方、原告株式会社サミットは、無効審判事件２において、平成１５年
４月８日、本件発明の特許請求の範囲につき、さらに、次のとおり、訂正請求を行
ったが（ゴシック体による表示部分が、この訂正請求により新たに追加された部分
である。以下「本件訂正請求２」という。）、同審判事件は、現在も特許庁に係属
中である（甲５、１９、弁論の全趣旨）。
        　１．パチンコ台と別体の一つの筺体を備え、パチンコ台毎に取付けられ
その台の作動状況等を表示するパチンコ台の表示装置において、
　　　　　文字・図形を表示する表示板と、ランプと、呼出しスイッチと、制御装
置とをパチンコ台と別体の一つの筐体に装着する一方、前記制御装置は複数の表示
内容を示すプログラムを記憶するメモリと、ＣＰＵとを備え、更に、筺体とは別体
の携帯入力装置を設けた構成とされ、前記ＣＰＵはパチンコ台および呼出しスイッ
チから入力される作動状況を示す信号に基づいて作動状況に対応する表示内容を示
すプログラムを前記メモリから読出して前記表示板およびランプに表示させる一
方、携帯入力装置からの入力に基づいて食事表示プログラムを前記メモリから読出
し、該食事表示プログラムは、遊技者が食事中である旨を表示する食事表示を所定
時間にわたり続け、所定時間が経過したとき終了表示を行うことを特徴とするパチ
ンコ台の表示装置。
　３　争点
　　　原判決１６頁１３行目から１７頁３行目までに記載のとおりであるから、こ
れを引用する。
第３　争点に関する当事者の主張
　　　次のとおり付加、訂正するほか、原判決１７頁５行目から４０頁７行目まで
に記載のとおりであるから、これを引用する。
　（原判決の訂正等）
　１　原判決２１頁４行目から５行目にかけての「現在では打ち止めを行わないの
が一般的であり」を「現在では打ち止めは行われておらず」と改める。
　２　同２４頁２２行目の「被告製品は、」の次に次のとおり加える。
　　「構成⑤によれば、制御装置２５にパチンコ台Ａの磁石センサ５３からの検出
信号が入力されると、ＣＰＵ２８がメモリ３０から所定のプログラムを読み出し、
イ号物件、ロ号物件及びホ号物件の場合は、赤ランプを点灯させ、ハ号物件及びニ
号物件の場合は、赤ランプを点滅させる。また、被告製品は、」
　３　同２５頁９行目末尾の次に改行の上、次のとおり加える。　
　　「ウ　当審における構成要件Ｄの充足性に関する原告らの追加主張
　　　　　構成要件Ｄの「パチンコ台および呼出しスイッチから入力される作動状
況を示す信号に基づいて」とは、文字どおり、パチンコ台と呼出しスイッチから入
力される信号に基づくことを意味し、中央制御装置から送られる作動状況を示す信
号に基づくことを含まないものと解すべきであるとしても、以下のとおり、被告製
品は、構成要件Ｄを充足するか少なくとも均等であり、本件発明の技術的範囲に属
する。
        (ア)①　本件発明は、中央制御装置（ホールコンピュータ）自体をパチン
コ店から不要にすることを目的としているものではない。本件発明は、パチンコ台
ごとに取り付けられた多数の表示装置を作動させるための手段に関して、「表示に
際して中央制御装置などが不要でシステムが非常に簡単で安価になり」（本件公報
３欄１５行～１６行）、「多数の表示装置を統轄する中央制御装置が不要であり、
全体システムが非常に簡単で安価になる」（同７欄１９行～８欄２行）という点に
発明の目的・効果を有するものである。つまり、中央制御装置を設置しているパチ
ンコ店においても、本件発明によれば、表示装置は、個別に独立して作動する構成
であるから、中央制御装置に表示装置を作動させるための複雑なプログラムを有す
るシステムを組み込む必要がなく、本件発明の目的・効果を達することができる。
そして、構成要件Ｄの「パチンコ台および呼出しスイッチから入力される作動状況
を示す信号に基づいて」とは、パチンコ台と呼出しスイッチから入力される信号に
基づくことを意味し、中央制御装置から送られる作動状況を示す信号に基づくこと
を含まないものと解すべきであるとの上記の解釈は、作動状況を示す信号のうちた
とえ一部でも、中央制御装置から送られる信号に基づいて表示を行うならば、中央
制御装置を不要とするという効果を奏することができないことを根拠としている。
          　　したがって、換言すると、上記の解釈は、一方において、本件発明
の構成要件Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの全てを充足するものであっても、他方において、一部
でも中央制御装置の信号（本件の場合、打ち止め信号）により作動させるという別



個の構成を付加することにより、本件発明の目的・効果に反し、本件発明が除外し
た技術と等しくなるため、結果的に構成要件Ｄを充足しないと解すべきことを意味
する。
        　②　被告製品は、前記イのとおり、呼出しスイッチ２２のオン信号（呼
出しという作動状況を示す信号）、磁石センサ５３からの検出信号（不正行為が行
われているというパチンコ台からの作動状況を示す信号）及び大当たり信号（大当
たり状態であるというパチンコ台からの作動状況を示す信号）に基づいて、ＣＰＵ
２８がそのような作動状況に対応する表示内容を示すプログラムをメモリ３０／３
２から読み出して表示板１４およびランプ２０に表示させるパチンコ台の表示装置
であるから、被告の主張する「打ち止め」の点を除けば、本件発明の構成要件Ｄを
充足する。また、被告製品は、前記第２の２の基礎となる事実(6)及び前記１、２の
原告らの主張のとおり、本件発明のその他の構成要件Ａ、Ｂ、Ｃをも充足してお
り、表示装置を独立に作動させる点において本件発明と何ら相違しない。このよう
な被告製品が本件発明の技術的範囲に属しないと判断されるとすれば、その理由
は、構成要件Ｄを欠如しているからではなく、中央制御装置から打ち止め信号を入
力するという別個の構成を付加することにより、本件発明の効果・目的に反し、本
件発明が除外した技術と等しくなるため、結果的に構成要件Ｄを充足しなくなると
いう点にある。
          　　したがって、被告製品は、もしも、過去において実際に中央制御装
置から打ち止め信号が入力されることにより打ち止め表示を行っていたのであれ
ば、中央制御装置から信号を入力され続けていることを唯一の条件として、本件発
明の構成要件Ｄを充足しない（本件発明から除外されている）と解されるが、打ち
止めが行われず、この条件を欠くに至ったならば、本件発明から除外すべき理由が
なく、構成要件Ｄを充足することになる。
        　③　そして、本件特許の出願当時には確かに打ち止めが行われており、
本件明細書にも、単なる実施例ではあるが打ち止めに関する記載がある。しかし、
現在、打ち止めを行うパチンコ店は存在せず、被告製品に対して中央制御装置から
打め止め信号が入力されることはあり得ないから、本件発明の技術的範囲に属しな
い（本件発明から除外される）と解すべき根拠を有せず、本件発明の構成要件Ｄを
充足する。
　　　　　　　なお、被告が中央制御装置からの打ち止め信号が入力されると主張
する被告製品の「入力端子６０」は、本件発明の技術的範囲を免れるためのいわば
カモフラージュないしダミーの構成である。「入力端子６０」は、「予備入力」
（甲第１７号証）とされていたものであり、パチンコ台に接続されるものか否か、
あるいは中央制御装置に接続されるものか否かを全く問わず、ユーザが任意に使用
すべきオプション端子とされていた。この点に関して、常に必ず、中央制御装置か
ら打ち止め信号が入力されるのであれば、商品としてその便宜を図られるべきこと
が当然と考えられるところ、実際の製品においては、「大当たり」、「スター
ト」、「確率変動」については、接続し易いコネクター付きのリード線が既製品と
して備えられ、筐体から導出されているのに対して、「入力端子６０」にはそのよ
うな便宜が全く図られておらず、むしろ、筐体を分解することにより基板をむき出
し状態にしなければ配線を接続できないような困難な構成とされており、まして、
接続用の電線ですら、オプションとして顧客が別途わざわざ注文しなければ供給さ
れないのであるから、仮に「入力端子６０」が使用されることがあるとしても、明
らかに極めて例外的な場合に限られている。しかも、被告は、注文に応じて被告製
品を出荷すれば業務を完了し、パチンコ店における製品の取付及び配線は、全て被
告とは関係のない工事業者が行うのであり、その取付及び配線に際して被告の指示
を受けることは全くないから、「入力端子６０」をどのような用途のために使用す
るかどうかのイニシアティブは、ユーザ又は工事業者が有するのであり、被告は全
く有しないのである。
　　　　(イ)　仮に万一、パチンコ店が被告製品を使用して打ち止め表示を行わせ
ようとする場合でも、必ず、中央制御装置から信号を受けなければ作動しないもの
ではなく、本件発明の実施例と同様に、パチンコ台から信号を入力せしめることに
より打ち止め表示を行うことも可能である。
　　　　(ウ)　さらに、もしも、打ち止めを実行するために中央制御装置から信号
を取り寄せるような場合でも、被告製品は、制御盤を介して従来の中央制御装置
（表示用システムを有しないもの）から何らかの信号（電圧のＯＮ－ＯＦＦ信号）
を入力すれば、そのような信号を受けることにより、表示装置それ自体がＣＰＵと



メモリにより所望の表示内容に応じて表示板及びランプを表示させることができる
ものである。すなわち、この場合、被告製品は、中央制御装置に組み込んだシステ
ムによって表示作動されるものではなく、本件発明と全く同様に、表示装置それ自
体により所望の表示を行うものであり、また、本件発明においても、パチンコ台が
中央制御装置（ホールコンピュータ）により集中管理されていることは当然の前提
となっているのであるから、被告製品は、構成要件Ｄを充足するか、少なくとも本
件発明と均等であり、技術的範囲に属すると解すべきである。
          　この点を具体的にみると、被告製品に打ち止め表示をさせるための信
号の経路については、次の①ないし③の場合が考えられる。
　　　　　①　球の補給停止による打ち止めの場合
　　　　　　　パチンコ店において、「球の補給停止」による打ち止めを行う場合
は、中央制御装置（ホールコンピュータ）から「打ち止めによる停止命令」をパチ
ンコ台の「補球停止装置」に入力すると、球の供給が停止され、「球切れ検知」に
より球切れ信号が出力される。
　　　　　　　この球切れ信号を、被告製品の「打ち止め用の内部端子」に入力す
ると、被告製品は、所期のとおりに作動する。すなわち、別紙図Ａに示すように、
パチンコ台の「球切れ検知」から出力される球切れ信号により、被告製品に「打ち
止め表示」を行わせることができる。
　　　　　　　この場合、被告製品は、本件発明の実施例の構成と同一の構成にな
る。
　　　　　②　ハンドルロックによる打ち止めの場合
　　　　　　　パチンコ店において、「ハンドルロック」による打ち止めを行う場
合は、中央制御装置（ホールコンピュータ）から「故障等による停止命令」をパチ
ンコ台の「駆動装置制御」に入力することによりハンドルをロックせしめ、これに
より打ち止めを実行する。
　　　　　　　本件発明は、明細書に記載した実施例に関して、「打ち止めセンサ
ーからの打ち止め信号ａ」について説明しているから、この説明に一致させるなら
ば、別紙図Ｂの破線①で示すように、パチンコ台の外部から内部（駆動装置制御）
に対して入力した打ち止め信号を、パチンコ台の内部から外部にフィードバックす
るように構成し、このフィードバックされた打ち止め信号を被告製品の「打ち止め
用の内部端子」に入力すると、被告製品は、所期のとおりに作動する。
　　　　　　　この場合も、被告製品は、本件発明の実施例の構成と同一の構成に
なる。
　　　　　③　他方、被告は、被告製品の「打ち止め用の内部端子」には別紙図Ｂ
の破線②で示すように、中央制御装置（ホールコンピュータ）からの打ち止め信号
が直接に入力されると主張し、その場合、被告製品は配線により中央制御装置（ホ
ールコンピュータ）に接続されたものであるから本件発明の技術的範囲に属しない
と主張する。
　　　　　　　しかし、仮に被告主張のとおりであるとしても、別紙図Ｂの実線で
示すように、中央制御装置（ホールコンピュータ）からパチンコ台列の島に向けて
延びる配線をパチンコ台ごとに設けられた制御盤に接続せしめ、その制御盤から打
ち止め信号を「駆動装置制御」に入力し、それによりハンドルをロックすることに
より打ち止めを実行するという点に関しては、被告製品の使用時における構成と、
本件発明の実施例に係る構成との間において、何らの相違もない。被告が主張する
相違点は、表示装置に対して入力すべき打ち止め信号に関して、別紙図Ｂに示すよ
うに、本件発明の実施例の場合は、破線①のようにパチンコ台から表示装置に向け
て出力されるのに対して、被告の主張に係る被告製品の場合は、破線②のようにパ
チンコ台（駆動装置制御）に対する入力部分から分岐した打ち止め信号を表示装置
に入力するというものにすぎない。
　　　　　　　したがって、被告製品の使用時における構成が、仮に、被告主張の
とおり（別紙図Ｂの破線②のような配線）であるとしても、そのような被告製品
は、少なくとも、以下のとおり、本件発明と「均等」と判断されるべきことが明ら
かである。
　　　　　　　まず、本件発明の本質的部分は、従来技術が中央制御装置（ホール
コンピュータ）の「表示統轄システム」により表示装置を端末機として作動させて
いたのに対して、中央制御装置それ自体を不要とするためではなく、このような表
示統轄システムを不要にするため、表示装置にＣＰＵとメモリを有する制御装置を
装着した点にある。したがって、前述のような相違点（破線①②に示すような入力



経路の相違点）は、本件発明の本質的部分に関わるものではない（非本質的性）。
上記相違点にかかわらず、被告製品は、本件発明と同様に、表示装置に制御装置
（ＣＰＵ及びメモリ）を装着することにより自ら所定の表示を行うものであるか
ら、本件発明の作用効果を奏することは明らかである（置換可能性）。
　　　　　　　そして、信号の入力経路を前述のような破線①から破線②のように
変更することは、単に配線用のケーブルとコネクターを調達するだけで配線業者が
任意に行い得る程度のことであって、当業者が請求項１を読めば、直ちに容易に認
識し得る程度の相違にすぎない（置換容易性）。
　　　　(エ)　以上によれば、被告製品の構成は、別紙物件目録１ないし５の各
「二　構造の説明⑦」のように中央制御装置からの打ち止め信号が入力されるもの
ではなく、本件発明の構成要件Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを全て充足するものとして（構成要
件Ｄについては均等の場合を含む。）、本件発明の技術的範囲に属する。そして、
同物件目録により被告製品の構成を特定することは誤りであるから、上記の点を改
めた別紙物件目録１の２、２の２、３の２、４の２及び５の２記載のとおりに被告
製品の構成を特定すべきである。」
　４　同３０頁１行目の「構成⑦」を「別紙物件目録１ないし５の各「二　構造の
説明⑦」」と、３１頁３行目の「⑦」を「二　構造の説明⑦」と各改め、同２１行
目末尾の次に改行の上、次のとおり加える。
　　「カ　当審における構成要件Ｄの充足性に関する原告らの追加主張に対する反
論
　　　　(ア)①　原告らは、本件発明は中央制御装置（ホールコンピュータ）自体
をパチンコ店から不要にすることを目的としているのではない旨主張している。し
かし、本件発明の出願当時、ほとんどのパチンコ店においては「打ち止め」を行っ
ていた。他方、その当時、パチンコ店に設置されているホールコンピュータは、営
業上必要な種々のデータを収集する機能を有するとともに、「打ち止め」の差玉設
定機能、各パチンコ台への「打ち止め」信号発信機能等のプログラムが内蔵された
高価なものであり、小規模なパチンコ店では導入困難な問題があった。本件発明
は、パチンコ台の表示装置に打ち止め機能を持たせることにより、高価なホールコ
ンピュータを不要にしたものであって、この点が、本件発明の特徴であり、本質的
部分である。
　　　　　　　また、仮に、本件発明がホールコンピュータ自体を不要化せしめる
ものでないとすれば、本件発明にかかるＣＰＵ、メモリを備えた表示装置とホール
コンピュータが並存することとなり、それではかえってシステムが複雑化し費用が
かかることとなって、「システムが非常に簡単で安価になる」という本件発明の目
的が果たせなくなってしまうことは明白である。
　　　　　②　被告製品では、「作動状況」の一つである打ち止め信号の出力を中
央制御装置で行っているから、本件発明の本質的部分を具備しておらず、構成要件
Ｄがもともと欠如しているのであって、中央制御装置から打ち止め信号を入力する
という別個の構成を付加するものではない。また、本件発明の本質的部分を具備し
ていない以上、均等論が適用される余地もない。
　　　　　　　そして、現在、打ち止めが行われているか否かという問題は、構成
要件Ｄの充足性の有無を左右するものではなく、被告製品が本件発明の技術的範囲
に属するか否かとは無関係である。
　　　　　③　原告らは、被告製品の「入力端子６０」は、本件発明の技術的範囲
を免れるためのカモフラージュないしダミーの構成であると主張しているが、以下
のとおり失当である。
　　　　　　ⅰ　被告製品の基板における「入力端子６０」の部分には「打止」と
表示されていて、これが打ち止め入力端子であることは明白である。また、甲第３
号証の１のカタログにおいても、「入力端子６０」の部分は「打止」と表示されて
いる。このことは、甲第３号証の３についても同じである。つまり、「入力端子６
０」の部分は、打ち止め入力端子として設けられている
　　　　　　ⅱ　次に、乙第２９号証の１・２、第３０号証においても明らかなよ
うに、注文によって出荷時に打ち止め入力用のリード線（F119）（乙第３２号証）
を表示装置に取り付けて出荷する場合（乙第２９号証の１・２）もあれば、表示装
置に打ち止め入力用リード線を取り付けずに両方共に出荷する場合（乙第３０号
証）もあれば、打ち止め入力用リード線を除いて表示装置だけを出荷する場合（乙
第３１号証）もある。これは注文によって、注文に応じた形で出荷される結果であ
る。



　　　　　　　　また、「入力端子６０」に打ち止め入力用リード線を取り付ける
ためには、別段工具を必要とするものではなく、ワンタッチで着脱自在になってい
るカバーを取り外し、「入力端子６０」に打ち止め入力用リード線を接続するので
あるが、その接続も、コネクター（乙第３２号証）によって極めて容易に接続でき
るようになっている。被告が被告製品を販売する方法は、被告からパチンコ店への
直接販売ではなく、被告と継続的に取引をしている販売店を通じてこれを行ってい
る。そして、販売店から被告に対して製品についての問い合わせがあった場合は、
被告は、これと交渉することはもちろん、必ずパチンコ店との事前確認を行い、パ
チンコ店の意向に基づき販売店との間で細かな打合せを行って、取付工事の指示か
らパチンコ店オープンの日の立会いまでを実施しており、原告らが主張するような
売りっ放しや被告と無関係な業者が取付工事を行うということはない。
　　　　(イ)　原告らは、被告製品につき、本件発明の実施例と同様に、パチンコ
台から信号を入力せしめることにより打ち止め表示を行うことも可能である旨主張
する。しかし、前記オのとおり、そもそも中央制御装置と別にパチンコ台ごとに打
ち止めを管理する制御装置を取り付けて、この制御装置から打ち止め信号を入力す
る使用方法は、被告製品において念頭においておらず、前提を異にする。
　　　　(ウ)　また、原告らは、被告製品において、中央制御装置から信号を取り
寄せるような場合でも単に制御盤を介して従来の中央制御装置から何らかの信号を
入力すれば、そのような信号を受けることにより表示装置を表示させることができ
る旨主張する。しかし、被告製品は、中央制御装置から出力される打ち止め信号に
基づいて信号を行うものであり、原告らの主張する前記ウ(ウ)①、②の例とは構成
が違うし、これらの例はそもそも表示装置の表示に際して中央制御装置を必要とし
ており、中央制御装置から送られる作動状況を示す信号に基づくことを含まない本
件発明の実施例とはいえない。また、前記ウ(ウ)③における原告らの均等の主張に
ついては、被告製品と対比されている別紙図Ｂ破線①の例は表示装置の表示に際し
て中央制御装置を必要としているから、本件発明の実施例とはいえない上、中央制
御装置を不要とすることは本件発明の本質的部分であるから、失当である。
　　　　(エ)  パチンコ台の表示装置は、その台の作動状況、例えば不正があった
か否か、大当りか否か、打ち止め中か否か、呼出中か否か等の種々の情報を表示す
るために用いるものであるから、それらの作動状況を示す信号がどこから表示装置
に送られてくることを予定しているのか、また、送られてきた作動状況を示す信号
に基づいて、表示装置がどのように表示することになっているのかについて明らか
にしなければ、表示装置の構造の説明にはならない。そして、被告製品によって打
ち止めを行う場合には、パチンコ台に供給したセーフ玉と、パチンコ台から排出し
たアウト玉との差が一定の数に達したことを検知しなければならないが、セーフ玉
とアウト玉との差が一定数に達したか否かは中央制御装置によって判断される。そ
して、一定数に達したという信号、すなわち、打ち止め状態になったことを示す信
号は、中央制御装置から送られてくるのである。
　　　　　　したがって、被告製品については、別紙物件目録１ないし５の各「二
　構造の説明⑦」に記載のとおり、「パチンコ台の上方にはパチンコ台へ供給した
玉を計数するセーフ玉計数センサが設けられており、パチンコ台の下方にはパチン
コ台から排出した玉を計数するアウト玉計数センサが設けられており、これらの出
力はホールコンピュータと称する中央制御装置へ入力される。中央制御装置はセー
フ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値になった場合に、打ち止め信号をパ
チンコ台へ出力するとともに、表示装置の入力インターフェースを介して制御装置
へ打ち止め表示信号を出力する。制御装置は打ち止め表示信号を受けて表示ランプ
部を点灯させる。」という構造の説明が不可欠である。」
第４　当裁判所の判断
　１　争点(3)（構成要件Ｄの充足性）について
　　　次のとおり付加、訂正するほか、原判決４０頁１０行目から４３頁５行目ま
でに記載のとおりであるから、これを引用する。
　　（原判決の訂正等）
　　(1)　原判決４１頁２１行目の「中央制御装置から」の次に「打ち止め等の作動
状況に関する」を加える。
　　(2)　同４２頁１６行目末尾の次に改行の上、次のとおり加える。
　　「　したがって、作動状況を示す信号の少なくとも一つがパチンコ台及び呼出
しスイッチから入力され、それに基づくことを意味するとの原告らの主張（前記第
３の３(1)ア(イ)）は採用することができない。



　　　　また、原告らは、上記のように中央制御装置から送られる作動状況を示す
信号に基づくことを含まないものと解すべきであるとしても、このような解釈は、
一方において、本件発明の構成要件Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの全てを充足するものであって
も、他方において、一部でも中央制御装置の信号により作動させるという別個の構
成を付加することにより、本件発明の目的・効果に反し、本件発明が除外した技術
と等しくなるため、結果的に構成要件Ｄを充足しないと解すべきことを意味する旨
主張する（前記第３の３(1)ウ(ア)）。
　　　　しかしながら、一部でも中央制御装置から送られる信号に基づき表示を行
う場合は、本来的に構成要件Ｄが欠如しているのであって、構成要件Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｄを充足しながら別個の構成が付加されることにより、結果的に本件発明の構成要
件を充足しなくなるのではないから、原告らの上記主張も採用することができな
い。」
　　(3)　同４２頁１７行目から４３頁５行目までを次のとおり改める。
　　「(3)　被告製品について
　　　　ア　証拠（甲第３号証の１ないし４、第８号証、第１６号証、第１７号
証、乙第２５号証、第２６号証、第２８号証、第２９号証の１・２、第３０ないし
第３３号証、検甲第１号証、検証）及び弁論の全趣旨によると、別紙物件目録１な
いし５の各「二　構造の説明⑦」に記載のとおり、被告製品は、その構成として、
中央制御装置５０が、打ち止め表示信号を表示装置１０の入力インターフェース４
１を介して制御装置２５へ出力し、制御装置２５が打ち止め表示信号を受けてラン
プを点灯させるものであり、中央制御装置から送られる作動状況を示す信号に基づ
いて表示を行うものであると認められる（なお、前記のとおり、原告らは、当審に
至って、被告製品を特定する別紙物件目録１ないし５の各「二　構造の説明⑦」の
部分を変更したが、原審においては、同部分について、原告ら自ら上記各物件目録
のとおり特定、主張していたのであり、上記変更が自白の撤回には当たらないとし
ても、原審の段階では、原告ら自身も、被告製品について被告主張と同様の認識を
有していたものである。そして、上記変更後も、後にみるように、被告商品に入力
される打ち止め信号を演算出力するプログラムの実行等が中央制御装置以外で行わ
れていることを窺わせる証拠は何ら提出されていない。）。
　　　　　　これに対し、原告らは、中央制御装置からの打ち止め信号が入力され
ると主張する被告製品の「入力端子６０」は、本件発明の技術的範囲を免れるため
のいわばカモフラージュないしダミーの構成である旨主張する。
　　　　　　しかしながら、前掲各証拠によると、ハ号物件の基板における「入力
端子６０」の部分には、「打止」と表示され、その部分が打ち止め信号の入力端子
であることが明示されていること、ニ号物件の取扱説明書には、「入力端子６０」
の部分が打ち止め入力端子であることが明示されていること、イ号物件のカタログ
には、「入力端子６０」の部分につき、「予備入力」とのみ表示されているものも
あるが、「打止」と明記されているものがあること、また、被告から新潟県公安委
員会に提出されたイ号物件の仕様書にも、動作説明の入力機能として「打ち止め
（接点入力）」と明記されていることが認められるのであって、これらの事実及び
弁論の全趣旨に照らせば、被告製品の「入力端子６０」はいずれもカモフラージュ
ないしダミーの構成であるとはいえず、原告らの上記の主張は採用することができ
ない。
　　　　イ　原告らは、被告製品は、もしも、過去において実際に中央制御装置か
ら打ち止め信号が入力されることにより打ち止め表示を行っていたのであれば、そ
の限りにおいて、本件発明の構成要件Ｄを充足しないことになるが、打ち止めが行
われず、この条件を欠くに至ったならば、構成要件Ｄを充足することになると解す
べきところ、現在、打ち止めを行うパチンコ店は存在せず、被告製品に対して中央
制御装置から打め止め信号が入力されることはあり得ないから、現時点では被告製
品は構成要件Ｄを充足するとみるべきである旨主張する。
          　しかしながら、一部でも中央制御装置から送られる信号に基づき表示
を行う場合は、本来的に構成要件Ｄが欠如しているのであって、構成要件Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄを充足しながら別個の構成が付加されているのではないことは前記(2)のとお
りである。そして、被告製品は、前記アの認定のとおり、中央制御装置５０が、打
ち止め表示信号を表示装置１０の入力インターフェース４１を介して制御装置２５
へ出力し、制御装置２５が打ち止め表示信号を受けてランプを点灯させるという構
成であるから、中央制御装置から送られる作動状況を示す信号に基づいて表示を行
うものであり、本来的に構成要件Ｄを欠如しているのであって、仮に、原告らの主



張するように、事実上、現在は打ち止めを行うパチンコ店が存在しないとしても、
構成要件Ｄの充足の有無が左右されるものでないことは明らかである。したがっ
て、原告らの上記主張は採用することができない。
　　　　ウ　また、原告らは、パチンコ店が被告製品を使用して打ち止め表示を行
わせようとする場合でも、中央制御装置から信号を受けなければ作動しないもので
はなく、本件発明の実施例と同様に、パチンコ台から信号を入力せしめることによ
り打ち止め表示を行うことも可能である旨主張する。
　　　　　　しかしながら、被告製品において実際にこれまでパチンコ台から打ち
止め信号の入力を受けて打ち止め表示が行われたことは、本件全証拠によっても認
められないのみならず、新たにパチンコ台からの被告製品への打ち止め信号の入力
を行うとしても、その具体的な方法、信号の入力経路は、当事者の主張及び証拠
上、全く不明であって、被告製品は、およそパチンコ台から打ち止め信号の入力を
受けて打ち止め表示を行うことを全く想定しておらず、原告らの上記主張は単なる
抽象的な技術上の可能性を指摘するにすぎず、前提を異にするというほかない。し
たがって、原告らの上記主張は採用することができない。
　　　　エ　さらに、原告らは、打ち止めを実行するために中央制御装置から信号
を取り寄せるような場合でも、制御盤を介して従来の中央制御装置から何らかの信
号を入力すれば、そのような信号を受けることにより、表示装置それ自体がＣＰＵ
とメモリにより所望の表示内容に応じて表示板及びランプを表示させることがで
き、構成要件Ｄを充足するか、少なくとも本件発明と均等である旨主張する。
          　しかしながら、本件発明は原告らが主張するような多数の表示装置を
統括する表示用システムのみを除外しているわけではなく、中央制御装置において
演算出力された信号のみを受けるものも除外しているのであって、原告らの主張す
る前記ウ(ウ)①、②はそもそも表示装置の表示に際して中央制御装置を必要として
おり、中央制御装置から送られる作動状況を示す信号に基づくことを含まない本件
発明の実施例とはいえない。また、前記ウ(ウ)③についても、被告製品と対比され
ている別紙図Ｂ破線①の例は表示装置の表示に際して中央制御装置を必要としてい
るから、本件発明の実施例とはいえないことは上記①、②と同様であるし、また、
原告の主張を中央制御装置を不要とする場合と必要とする場合との均等をいうもの
と善解しても、中央制御装置を不要とすることは前記(1)、(2)で検討した本件発明
の目的・効果に照らし、本件発明の本質的部分であることは明らかであるから、失
当である。
　　　　オ　以上によれば、被告製品は、別紙物件目録１ないし５記載のとおりに
特定されるべきであり、構成要件Ｄの「パチンコ台および呼出しスイッチから入力
される作動状況を示す信号に基づいて」という構成を充足せず、本件発明の技術的
範囲に属さない。
　　　(4)　訂正請求について
　　　　　前記第２の２(7)のとおり、原告らは、本件無効審判事件１、３におい
て、本件訂正請求１を行い、さらに、原告株式会社サミットは、本件無効審判事件
２において、本件訂正請求２を行っている。しかし、当審口頭弁論終結時におい
て、本件訂正請求１についてはこれを認めた審決に対する審決取消訴訟が係属し、
本件訂正請求２については未だ審決自体がなされていないから、上記各訂正は未確
定であるが、仮に、本件訂正請求１、２のとおりに本件明細書が訂正されたとして
も、その訂正の内容からすれば、以上に判示したところと同様の理由によって、被
告製品は本件発明の技術的範囲に属すると認めることはできない。
　　　(5)　したがって、その余の点につき判断するまでもなく、被告製品の製造、
販売及び使用は、いずれも本件特許権を侵害しないものというべきである。」
　２　争点(6)（競争関係）について
    　原判決４３頁７行目から同２１行目までに記載のとおりであるから、これを
引用する。
　３　争点(7)（虚偽事実の告知）について
　　　原判決４３頁２３行目から４５頁６行目までに記載のとおりであるから、こ
れを引用する。ただし、原判決４４頁１９行目の「前記１(1)ないし(4)」を「前記
１(1)ないし(5)」と改める。
　４　その他、原審及び当審における原告ら及び被告提出の各準備書面記載の主張
に照らして、原審及び当審で提出、援用された全証拠を改めて精査しても、引用に
かかる原判決を含め、当審の認定判断を覆すほどのものはない。
第５　結論



    　以上によると、原告らの本訴請求は、いずれも理由がないから棄却すべきで
あり、他方、被告の反訴請求は理由があるから認容すべきところ、これと同旨の原
判決は相当であって、原告らの本件控訴はいずれも理由がないから棄却することと
し、主文のとおり判決する。
　（当審口頭弁論終結日 平成１５年４月１７日）

　　　　大阪高等裁判所第８民事部

　　            裁判長裁判官　　竹　　原　　俊　　一

　　　　　　　　　　　裁判官　　小　　野　　洋　　一

　　　　　　　　　　　裁判官　　黒　　野　　功　　久

                    特許権目録

登録番号      　特許第２６８６４９７号
発明の名称      パチンコ台の表示装置
出願年月日      昭和６２年７月１６日
出願番号　　　　６２－１７７７３８
登録年月日      平成９年８月２２日
特許請求の範囲　　　１．パチンコ台毎に取付けられその台の作動状況等を表示す
るパチンコ台の表示装置において、
                    文字・図形を表示する表示板と、ランプと、呼出しスイッチ
と、制御装置とを一つの筐体に装着する一方、前記制御装置は複数の表示内容を記
憶するメモリと、ＣＰＵとを備え、前記ＣＰＵはパチンコ台および呼出しスイッチ
から入力される作動状況を示す信号に基づいて作動状況に対応する表示内容を示す
プログラムを前記メモリから読出して前記表示板およびランプに表示させることを
特徴とするパチンコ台の表示装置。

                    物件目録１（イ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はイ号物件の正面図
    第２図はイ号物件の使用態様を示す正面図
    第３図はイ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はイ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図

    １０　　表示装置（イ号物件：呼出しランプ「みっかー」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２５ｃ　リード線



    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
    ５０　　中央制御装置
    ５１　　セーフ玉計数センサ
    ５２　　アウト玉計数センサ
    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　イ号物件の表示装置１０はパチンコ店のパチンコ台Ａそれぞれの上方に取り
付けられ、店員の呼出し、及びパチンコ台Ａの状況を表示するために使用されるも
のである。
  ②　表示装置１０は、上縁が円弧、下縁が弦の形を有する背板１２ａ及び該背板
１２ａと同様の正面視形状を有し、背面側に湾曲凹部を有するカバー１２ｂからな
る筐体１２に、表示板１４、ランプ２０ａないし２０ｇ、呼出しスイッチ２２及び
制御装置２５などの電子回路部品を装着してある。
      背板１２ａには前記電子回路部品を実装したプリント基板２５ａが背板１２
ａの中央部に平行的に取り付けられ、その前面に表示板１４が取り付けられてい
る。表示板１４の背後に位置して左右に広がるように円弧状のランプ取付板２５ｂ
が取り付けられており、ここに赤ランプ２０ａ及び２０ｇ（最外側）、黄ランプ２
０ｂ及び２０f（その内側）、緑ランプ２０ｃ及び２０ｅ（中央側）並びに青ランプ
２０ｄ（頂部）が取り付けられている。
  ③　制御装置２５は、ワンチップマイクロコンピュータ２９（三菱電機株式会社
製Ｍ３８０６７ＥＣＡＧＰ又はカスタム品ＡＳＡＨＩ　ＲＤ９８０６Ｄ：製造時期
によって相違する）及びこれに外付けされたメモリ３２を備える。ワンチップマイ
クロコンピュータ２９が備えるＣＰＵ２８は、ワンチップマイクロコンピュータ２
９内蔵のメモリ３０に格納したプログラムを実行することにより、呼出しスイッチ
２２及びパチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどに係る端子からの信号に応じた
ランプ２０ａないし２０ｇ及び表示板１４の点灯制御を行うものである。メモリ３
２はデータ記憶用のものである。
  ④　呼出しスイッチ２２は入力インターフェース４１を介して制御装置２５に連
なり、制御装置２５は入力インターフェース４１を介してパチンコ台Ａの大当たり
及びスタートなどに係る端子にリード線２５ｃによって接続される。
  ⑤　パチンコ台Ａには不正行為のために使用される磁石を検出する磁石センサ５
３が設けられており、その検出信号は入力インターフェース４１を介して制御装置
２５へ入力される。制御装置２５は該検出信号を受けると、ワンチップマイクロコ
ンピュータ２９のＣＰＵ２８が、メモリ３０に記憶してある内容に従い、赤ランプ
２０ａ及び２０gを点灯させる。
  ⑥　表示板１４は、いずれも複数の７セグメント表示素子を組み合わせてなる、
本日の大当たり回数表示部１４ａ、前日の大当たり回数表示部１４ｂ、前々日の大
当たり回数表示部１４ｃ、及びスタート回数表示部１４ｄを備える。大当たりの履
歴など表示に係る内容は前記メモリ３０に記憶される。
      呼出しスイッチ２２をオンすると制御装置２５を構成するワンチップマイク
ロコンピュータ２９のＣＰＵ２８がオン信号を検出し、メモリ３０に記憶してある
内容に従い、赤ランプ２０ａ、２０g及び黄ランプ２０ｂ、２０fが点灯するように
制御する。
      また大当たりが出た場合は、パチンコ台Ａの前記端子からＣＰＵ２８へ大当
たりを報じる信号が入力され、ＣＰＵ２８は、メモリ３０に記憶してある内容に従
い、ランプ２０ａないし２０ｇを、赤及び黄の組と緑及び青の組とが交互点灯し、
これに続いて青→緑→黄→赤→青→・・・の流れ点灯を行うように制御する。
      大当たりを報じる信号はメモリ３０に記憶され、ＣＰＵ２８はこれを用いて
表示板１４に大当たりの履歴などを表示する。
  ⑦　パチンコ台Ａの上方にはパチンコ台Ａへ供給した玉を計数するセーフ玉計数
センサ５１が設けられており、パチンコ台Ａの下方にはパチンコ台Ａから排出した
玉を計数するアウト玉計数センサ５２が設けられており、これらの出力はホールコ
ンピュータと称する中央制御装置５０へ入力される。
      中央制御装置５０はセーフ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値にな



った場合に打ち止め信号をパチンコ台Ａへ出力するとともに表示装置１０の入力イ
ンターフェース４１を介して制御装置２５へ打ち止め表示信号を出力する。
      制御装置２５は打ち止め表示信号を受けて、黄ランプ２０ｂ及び２０ｆを点
灯させる。

イ号図面第１図第２図第３図第４図第５図

                    物件目録２（ロ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はロ号物件の正面図
    第２図はロ号物件の使用態様を示す正面図
    第３図はロ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はロ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図
    第５図は主要回路基板の略示正面図

    １０　　表示装置（ロ号物件：呼出しランプ「テスラⅡ」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｅ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
    ５０　　中央制御装置
    ５１　　セーフ玉計数センサ
    ５２　　アウト玉計数センサ
    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　ロ号物件の表示装置１０はパチンコ店のパチンコ台Ａそれぞれの上方に取り
付けられ、店員の呼出し、及びパチンコ台Ａの状況を表示するために使用されるも
のである。
  ②　表示装置１０は、横長長方形状の背板１２ａ及び該背板１２ａと同様の正面
視形状を有し、背面側に湾曲凹部を有するカバー１２ｂからなる筐体１２に、表示
板１４、ランプ２０ａないし２０ｅ、呼出しスイッチ２２及び制御装置２５などの
電子回路部品を装着してある。
      背板１２ａには前記電子回路部品を実装したプリント基板２５ａが背板１２
ａの中央部に平行的に取り付けられ、その前面に表示板１４が取り付けられてい
る。プリント基板２５ａの周りには３つのランプ取付板２５ｂが取り付けられてお
り、ここに赤ランプ２０ｃ及び２０ｄ（上外側）、黄ランプ２０ａ及び２０ｂ（下
外側）並びに青ランプ２０ｅ（中央上側）が取り付けられている。
  ③　制御装置２５は、ワンチップマイクロコンピュータ２９（三菱電機株式会社
製Ｍ３８８６９ＦＦＡ）及びこれに外付けされたメモリ３２を備える。ワンチップ
マイクロコンピュータ２９が備えるＣＰＵ２８は、ワンチップマイクロコンピュー
タ２９内蔵のメモリ３０に格納したプログラムを実行することにより、呼出しスイ
ッチ２２及びパチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどに係る端子からの信号に応
じたランプ２０ａないし２０ｅ及び表示板１４の点灯制御を行うものである。メモ
リ３２はデータ記憶用のものである。
  ④　呼出しスイッチ２２は入力インターフェース４１を介して制御装置２５に連
なる。パチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどの信号も入力インターフェース４



１を介して制御装置２５へ入力されるように接続される。
  ⑤　パチンコ台Ａには不正行為のために使用される磁石を検出する磁石センサ５
３が設けられており、その検出信号は入力インターフェース４１を介して制御装置
２５へ入力されるように接続される。制御装置２５は該検出信号を受けると、ワン
チップマイクロコンピュータ２９のＣＰＵ２８が、メモリ３０に記憶してある内容
に従い、赤ランプ２０ｃ及び２０ｄを点灯させる。
  ⑥　表示板１４は、いずれも複数の７セグメント表示素子を組み合わせてなる、
本日の大当たり回数表示部１４ａ及びスタート回数表示部１４ｂを備える。表示に
係る数値は前記メモリ３０及び／又はメモリ３２に記憶される。
      呼出しスイッチ２２をオンすると制御装置２５を構成するワンチップマイク
ロコンピュータ２９のＣＰＵ２８がオン信号を検出し、メモリ３０に記憶してある
内容に従い、赤ランプ２０ｃ及び２０ｄ並びに黄ランプ２０ａ及び２０ｂが点灯す
るように制御する。
      また大当たりが出た場合は、パチンコ台Ａの前記端子からＣＰＵ２８へ大当
たりを報じる信号が入力され、ＣＰＵ２８は、メモリ３０に記憶してある内容に従
い、ランプ２０ａないし２０ｅを、赤２灯の組と黄２灯及び青の組とが交互点灯
し、これに続いて青→赤→黄→青→・・・の流れ点灯を行うように制御する。
      大当たりを報じる信号はメモリ３０及び／又はメモリ３２に記憶され、ＣＰ
Ｕ２８はこれを用いて表示板１４に大当たりの当日の回数を表示する。
  ⑦　パチンコ台Ａの上方にはパチンコ台Ａへ供給した玉を計数するセーフ玉計数
センサ５１が設けられており、パチンコ台Ａの下方にはパチンコ台Ａから排出した
玉を計数するアウト玉計数センサ５２が設けられており、これらの出力はホールコ
ンピュータと称する中央制御装置５０へ入力される。
      中央制御装置５０はセーフ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値にな
った場合に打ち止め信号をパチンコ台Ａへ出力するとともに表示装置１０の入力イ
ンターフェース４１を介して制御装置２５へ打ち止め表示信号を出力する。
      制御装置２５は打ち止め表示信号を受けて、黄ランプ２０ａ及び２０ｂを点
灯させる。

ロ号図面第１図第２図第３図第４図第５図

　　　　　　　　　　物件目録３（ハ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はハ号物件の正面図
    第２図はハ号物件の使用態様を示す正面図
    第３図はハ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はハ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図

    １０　　表示装置（ハ号物件：呼出しランプ「み・る・ん・だ」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
    ５０　　中央制御装置
    ５１　　セーフ玉計数センサ
    ５２　　アウト玉計数センサ



    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　ハ号物件の表示装置１０はパチンコ店のパチンコ台Ａそれぞれの上方に取り
付けられ、店員の呼出し、及びパチンコ台Ａの状況を表示するために使用されるも
のである。
  ②　表示装置１０は、上縁が直線、下縁が大径の円弧、左右両側縁が小径の円弧
の形を有する背板１２ａ及び該背板１２ａと同様の正面視形状を有し、背面側に湾
曲凹部を有するカバー１２ｂからなる筐体１２に、表示板１４、ランプ２０ａない
し２０ｇ、呼出しスイッチ２２及び制御装置２５などの電子回路部品を装着してあ
る。
      背板１２ａには前記電子回路部品を実装したプリント基板２５ａが背板１２
ａの中央部に平行的に取り付けられ、その前面に表示板１４が取り付けられてい
る。表示板１４の背後に位置して上部から左右側部にかけて広がるように横長板状
のランプ取付板２５ｂが取り付けられており、ここに赤ランプ２０ａ及び２０ｇ
（最外側）、黄ランプ２０ｂ及び２０ｆ（その内側）、緑ランプ２０ｃ及び２０ｅ
（更にその内側）並びに青ランプ２０ｄ（中央部）が取り付けられている。
  ③　制御装置２５は、ワンチップマイクロコンピュータ２９（三菱電機株式会社
製Ｍ３８０６７ＥＣＡＧＰ）及びこれに外付けされたメモリ３２を備える。ワンチ
ップマイクロコンピュータ２９が備えるＣＰＵ２８は、ワンチップマイクロコンピ
ュータ２９内蔵のメモリ３０に格納したプログラムを実行することにより、呼出し
スイッチ２２及びパチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどに係る端子からの信号
に応じたランプ２０ａないし２０ｇ及び表示板１４の点灯制御を行うものである。
メモリ３２はデータ記憶用のものである。
  ④　呼出しスイッチ２２は入力インターフェース４１を介して制御装置２５に連
なる。パチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどの信号も入力インターフェース４
１を介して制御装置２５へ入力されるように接続される。
  ⑤　パチンコ台Ａには不正行為のために使用される磁石を検出する磁石センサ５
３が設けられており、その検出信号は入力インターフェース４１を介して制御装置
２５へ入力されるように接続される。制御装置２５は該検出信号を受けると、ワン
チップマイクロコンピュータ２９のＣＰＵ２８が、メモリ３０に記憶してある内容
に従い、赤ランプ２０ａ及び２０ｇを同時点滅させる。
  ⑥　表示板１４は、いずれも複数の７セグメント表示素子を組み合わせてなる、
本日の大当たり回数表示部１４ａ、前日の大当たり回数表示部１４ｂ、前々日の大
当たり回数表示部１４ｃ、及びスタート回数表示部１４ｄと、赤緑の両色表示灯を
７灯縦配列して過去７回の確変突入（赤）／大当たり（緑）の履歴表示部１４ｅと
を備える。大当たりの履歴など表示に係る内容は前記メモリ３０及び／又はメモリ
３２に記憶される。
      呼出しスイッチ２２をオンすると制御装置２５を構成するワンチップマイク
ロコンピュータ２９のＣＰＵ２８がオン信号を検出し、メモリ３０に記憶してある
内容に従い、赤ランプ２０ａ、２０ｇ及び黄ランプ２０ｂ、２０ｆが点灯するよう
に制御する。
      また大当たりが出た場合は、パチンコ台Ａの前記端子からＣＰＵ２８へ大当
たりを報じる信号が入力され、ＣＰＵ２８は、メモリ３０に記憶してある内容に従
い、ランプ２０ａないし２０ｇを、赤及び黄の組と緑及び青の組とが交互点灯し、
これに続いて青→緑→黄→赤→青→・・・の流れ点灯を行うように制御する。
  ⑦　パチンコ台Ａの上方にはパチンコ台Ａへ供給した玉を計数するセーフ玉計数
センサ５１が設けられており、パチンコ台Ａの下方にはパチンコ台Ａから排出した
玉を計数するアウト玉計数センサ５２が設けられており、これらの出力はホールコ
ンピュータと称する中央制御装置５０へ入力される。
      中央制御装置５０はセーフ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値にな
った場合に打ち止め信号をパチンコ台Ａへ出力するとともに表示装置１０の入力イ
ンターフェース４１を介して制御装置２５へ打ち止め表示信号を出力する。
      制御装置２５は打ち止め表示信号を受けて、黄ランプ２０ｂ及び２０ｆを点
灯させる。



ハ号図面第１図第２図第３図第４図第５図

                    物件目録４（ニ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はニ号物件の正面図
    第２図はニ号物件の使用態様を示す正面図
    第３図はニ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はニ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図

    １０　　表示装置（ニ号物件：呼出しランプ「みてーね」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
    ５０　　中央制御装置
    ５１　　セーフ玉計数センサ
    ５２　　アウト玉計数センサ
    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　ニ号物件の表示装置１０はパチンコ店のパチンコ台Ａそれぞれの上方に取り
付けられ、店員の呼出し、及びパチンコ台Ａの状況を表示するために使用されるも
のである。
  ②　表示装置１０は、下縁が直線、上縁が大径の円弧、左右両側縁が小径の円弧
の形を有する背板１２ａ及び該背板１２ａと同様の正面視形状を有し、背面側に湾
曲凹部を有するカバー１２ｂからなる筐体１２に、表示板１４、ランプ２０ａない
し２０ｇ、呼出しスイッチ２２及び制御装置２５などの電子回路部品を装着してあ
る。
      背板１２ａには前記電子回路部品を実装したプリント基板２５ａが背板１２
ａの中央部に平行的に取り付けられ、その前面に表示板１４が取り付けられてい
る。表示板１４の背後に位置して上部から左右側部にかけて広がるように弓形板状
のランプ取付板２５ｂが取り付けられており、ここに赤ランプ２０ａ及び２０ｇ
（最外側）、黄ランプ２０ｂ及び２０f（その内側）、緑ランプ２０ｃ及び２０ｅ
（更にその内側）並びに青ランプ２０ｄ（中央部）が取り付けられている。
  ③　制御装置２５は、ワンチップマイクロコンピュータ２９（三菱電機株式会社
製Ｍ３８８６９ＦＦＡＨＰ）及びこれに外付けされたメモリ３２を備える。ワンチ
ップマイクロコンピュータ２９が備えるＣＰＵ２８は、ワンチップマイクロコンピ
ュータ２９内蔵のメモリ３０に格納したプログラムを実行することにより、呼出し
スイッチ２２及びパチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどに係る端子からの信号
に応じたランプ２０ａないし２０ｇ及び表示板１４の点灯制御を行うものである。
メモリ３２はデータ記憶用のものである。
  ④　呼出しスイッチ２２は入力インターフェース４１を介して制御装置２５に連
なる。パチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどの信号も入力インターフェース４
１を介して制御装置２５へ入力されるように接続される。
  ⑤　パチンコ台Ａには不正行為のために使用される磁石を検出する磁石センサ５
３が設けられており、その検出信号は入力インターフェース４１を介して制御装置
２５へ入力される。制御装置２５は該検出信号を受けると、ワンチップマイクロコ



ンピュータ２９のＣＰＵ２８が、メモリ３０に記憶してある内容に従い、赤ランプ
２０ａ及び２０ｇの同時点滅をさせる。
  ⑥　表示板１４は、いずれも複数の７セグメント表示素子を組み合わせてなる数
字の表示部を備え、該表示部は、本日の大当たり回数表示部１４ａ、前日の大当た
り回数表示部１４ｂ、前々日の大当たり回数表示部１４ｃ、スタート回数表示部１
４ｄ、過去最高の大当たり回数表示部１４ｆ及び確変突入回数表示部１４ｇを有す
る。表示板１４はまた右下部分に、赤／緑／黄の選択表示をする上側の横１列の７
灯、及び連続点灯又は点滅する下側の横１列の赤の７灯からなり、過去７回の大当
たり間のスタート回数（上側　赤：５００回以下～３０１回以上、黄：３００回以
下～１０１回以上、緑：１００回以下など）及び単発大当たり（下側　連続点灯）
／確変大当たり（下側　点滅）の別を表示する履歴表示部１４ｅを備える。大当た
りの履歴など表示に係る内容は前記メモリ３０及び／又はメモリ３２に記憶され
る。
      呼出しスイッチ２２をオンすると制御装置２５を構成するワンチップマイク
ロコンピュータ２９のＣＰＵ２８がオン信号を検出し、メモリ３０に記憶してある
内容に従い、赤ランプ２０ａ、２０g及び黄ランプ２０ｂ、２０fが点灯するように
制御する。
      また大当たりが出た場合は、パチンコ台Ａの前記端子からＣＰＵ２８へ大当
たりを報じる信号が入力され、ＣＰＵ２８は、メモリ３０に記憶してある内容に従
い、ランプ２０ａないし２０ｇを、赤及び黄の組と緑及び青の組とが交互点灯し、
これに続いて青→緑→黄→赤→青→・・・の流れ点灯を行うように制御する。
      大当たりを報じる信号はメモリ３０及び／又はメモリ３２に記憶され、ＣＰ
Ｕ２８はこれを用いて表示板１４に大当たりの履歴などを表示する。
  ⑦　パチンコ台Ａの上方にはパチンコ台Ａへ供給した玉を計数するセーフ玉計数
センサ５１が設けられており、パチンコ台Ａの下方にはパチンコ台Ａから排出した
玉を計数するアウト玉計数センサ５２が設けられており、これらの出力はホールコ
ンピュータと称する中央制御装置５０へ入力される。
      中央制御装置５０はセーフ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値にな
った場合に打ち止め信号をパチンコ台Ａへ出力するとともに表示装置１０の入力イ
ンターフェース４１を介して制御装置２５へ打ち止め表示信号を出力する。
      制御装置２５は打ち止め表示信号を受けて、黄ランプ２０ｂ及び２０ｆを点
灯させる。

ニ号図面第１図第２図第３図第４図第５図

                    物件目録５（ホ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はホ号物件の正面図
    第２図はホ号物件の使用態様を示す正面図
    第３図はホ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はホ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図

    １０　　表示装置（ホ号物件：呼出しランプ「グラフリー」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｆ　ランプ部
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ



    ５０　　中央制御装置
    ５１　　セーフ玉計数センサ
    ５２　　アウト玉計数センサ
    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　ホ号物件の表示装置１０はパチンコ店のパチンコ台Ａそれぞれの上方に取り
付けられ、店員の呼出し、及びパチンコ台Ａの状況を表示するために使用されるも
のである。
  ②　表示装置１０は、略横長長方形を有する背板１２ａ及び該背板１２ａと同様
の正面視形状を有し、背面側に湾曲凹部を有するカバー１２ｂからなる筐体１２
に、表示板１４、ランプ部２０ａないし２０ｆ、呼出しスイッチ２２及び制御装置
２５などの電子回路部品を装着してある。
      背板１２ａには前記電子回路部品を実装したプリント基板２５ａが背板１２
ａの中央部に平行的に取り付けられ、その前面中央に表示板１４が取り付けられて
いる。表示板１４の左右に位置してランプ取付板２５ｂ、２５ｂが取り付けられて
いる。ランプ取付板２５ｂ、２５ｂに取り付けられたランプ部２０ａないし２０ｆ
は光源として各４個のＬＥＤを横配列してなるものである。ランプ部は左右それぞ
れに各３列取り付けられており、左右の上側のランプ部２０ａ及び２０ｂは赤、同
じく中央のランプ部２０ｃ及び２０ｄは青、同じく下側のランプ部２０ｅ及び２０
ｆは緑の色をそれぞれ有している。
  ③　制御装置２５は、ワンチップマイクロコンピュータ２９（三菱電機株式会社
製Ｍ３８８６９ＦＦＡＨＰ）及びこれに外付けされたメモリ３２を備える。ワンチ
ップマイクロコンピュータ２９が備えるＣＰＵ２８は、ワンチップマイクロコンピ
ュータ２９内蔵のメモリ３０に格納したプログラムを実行することにより、呼出し
スイッチ２２及びパチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどに係る端子からの信号
に応じたランプ２０ａないし２０ｆ及び表示板１４の点灯制御を行うものである。
メモリ３２はデータ記憶用のものである。
  ④　呼出しスイッチ２２は入力インターフェース４１を介して制御装置２５に連
なる。パチンコ台Ａの大当たり及びスタートなどの信号も入力インターフェース４
１を介して制御装置２５へ入力されるように接続される。
  ⑤　パチンコ台Ａには不正行為のために使用される磁石を検出する磁石センサ５
３が設けられており、その検出信号は入力インターフェース４１を介して制御装置
２５へ入力される。制御装置２５は該検出信号を受けると、ワンチップマイクロコ
ンピュータ２９のＣＰＵ２８が、メモリ３０に記憶してある内容に従い、赤ランプ
部２０ａ及び２０ｂの同時点灯をさせる。
  ⑥　表示板１４は、いずれも複数の７セグメント表示素子を組み合わせてなる、
本日の大当たり回数表示部１４ａ、前日の大当たり回数表示部１４ｂ、前々日の大
当たり回数表示部１４ｃ、及びスタート回数表示部１４ｄと、赤／黄の選択表示灯
（最下列）及び緑色表示灯をマトリックス状に配置してなり過去１０日分の大当た
り回数／大当たり間の平均スタート回数をグラフ状に表示する履歴表示部１４ｅと
を備える。各部の表示内容はモード切替スイッチ２２ａ、２２ｂ、２２ｃで切り替
えられる。大当たりの履歴など表示に係る内容は前記メモリ３０及び／又はメモリ
３２に記憶される。
      呼出しスイッチ２２をオンすると制御装置２５を構成するワンチップマイク
ロコンピュータ２９のＣＰＵ２８がオン信号を検出し、メモリ３０に記憶してある
内容に従い、赤ランプ部２０ａ、２０ｂ及び緑ランプ部２０ｅ、２０fが点灯するよ
うに制御する。
      また大当たりが出た場合は、パチンコ台Ａの前記端子からＣＰＵ２８へ大当
たりを報じる信号が入力され、ＣＰＵ２８は、メモリ３０に記憶してある内容に従
い、全ランプ部２０ａないし２０ｆの点滅をし、これに続いて赤→青→緑→赤→青
→・・・の流れ点灯を行うように制御する。
      大当たりを報じる信号はメモリ３０及び／又はメモリ３２に記憶され、ＣＰ
Ｕ２８はこれを用いて表示板１４に大当たりの履歴などを表示する。
  ⑦　パチンコ台Ａの上方にはパチンコ台Ａへ供給した玉を計数するセーフ玉計数
センサ５１が設けられており、パチンコ台Ａの下方にはパチンコ台Ａから排出した
玉を計数するアウト玉計数センサ５２が設けられており、これらの出力はホールコ



ンピュータと称する中央制御装置５０へ入力される。
      中央制御装置５０はセーフ玉とアウト玉との差を算出し、これが所定値にな
った場合に打ち止め信号をパチンコ台Ａへ出力するとともに表示装置１０の入力イ
ンターフェース４１を介して制御装置２５へ打ち止め表示信号を出力する。
      制御装置２５は打ち止め表示信号を受けて、青ランプ部２０ｃ及び２０ｄを
点灯させる。
    

ホ号図面第１図第２図第３図第４図第５図

                   物件目録１の２（イ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はイ号物件の正面図（別紙物件目録１の第１図と同じ）
    第２図はイ号物件の使用態様を示す正面図（別紙物件目録１の第２図と同じ）
    第３図はイ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はイ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図（別紙物
件目録１の第４図と同じ）
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図（別紙物
件目録１の第５図と同じ）

    １０　　表示装置（イ号物件：呼出しランプ「みっかー」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２５ｃ　リード線
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
　　５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　別紙物件目録１の「二　構造の説明①」と同じ
  ②　別紙物件目録１の「二　構造の説明②」と同じ
  ③　別紙物件目録１の「二　構造の説明③」と同じ
  ④　別紙物件目録１の「二　構造の説明④」と同じ
  ⑤　別紙物件目録１の「二　構造の説明⑤」と同じ
  ⑥　別紙物件目録１の「二　構造の説明⑥」と同じ
　⑦　表示装置１０は、ランプ点灯用の入力端子６０を備えている。

イ号図面第３図

                    物件目録２の２（ロ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はロ号物件の正面図（別紙物件目録２の第１図と同じ）
    第２図はロ号物件の使用態様を示す正面図（別紙物件目録２の第２図と同じ）
    第３図はロ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はロ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図（別紙物



件目録２の第４図と同じ）
    第５図は主要回路基板の略示正面図（別紙物件目録２の第５図と同じ）

    １０　　表示装置（ロ号物件：呼出しランプ「テスラⅡ」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｅ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
　　５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　別紙物件目録２の「二　構造の説明①」と同じ
  ②　別紙物件目録２の「二　構造の説明②」と同じ
  ③　別紙物件目録２の「二　構造の説明③」と同じ
  ④　別紙物件目録２の「二　構造の説明④」と同じ
  ⑤　別紙物件目録２の「二　構造の説明⑤」と同じ
  ⑥　別紙物件目録２の「二　構造の説明⑥」と同じ
　⑦　表示装置１０は、ランプ点灯用の入力端子６０を備えている。

ロ号図面第３図

　　　　　　　　　　物件目録３の２（ハ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はハ号物件の正面図（別紙物件目録３の第１図と同じ）
    第２図はハ号物件の使用態様を示す正面図（別紙物件目録３の第２図と同じ）
    第３図はハ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はハ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図（別紙物
件目録３の第４図と同じ）
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図（別紙物
件目録３の第５図と同じ）

    １０　　表示装置（ハ号物件：呼出しランプ「み・る・ん・だ」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
　　５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台



二　構造の説明
  ①　別紙物件目録３の「二　構造の説明①」と同じ
  ②　別紙物件目録３の「二　構造の説明②」と同じ
  ③　別紙物件目録３の「二　構造の説明③」と同じ
  ④　別紙物件目録３の「二　構造の説明④」と同じ
  ⑤　別紙物件目録３の「二　構造の説明⑤」と同じ
  ⑥　別紙物件目録３の「二　構造の説明⑥」と同じ
　⑦　表示装置１０は、ランプ点灯用の入力端子６０を備えている。

ハ号図面第３図

                    物件目録４の２（ニ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はニ号物件の正面図（別紙物件目録４の第１図と同じ）
    第２図はニ号物件の使用態様を示す正面図（別紙物件目録４の第２図と同じ）
    第３図はニ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はニ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図（別紙物
件目録４の第４図と同じ）
    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図（別紙物
件目録４の第５図と同じ）
      
    １０　　表示装置（ニ号物件：呼出しランプ「みてーね」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｇ　ランプ
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
　　５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　別紙物件目録４の「二　構造の説明①」と同じ
  ②　別紙物件目録４の「二　構造の説明②」と同じ
  ③　別紙物件目録４の「二　構造の説明③」と同じ
  ④　別紙物件目録４の「二　構造の説明④」と同じ
  ⑤　別紙物件目録４の「二　構造の説明⑤」と同じ
  ⑥　別紙物件目録４の「二　構造の説明⑥」と同じ
　⑦　表示装置１０は、ランプ点灯用の入力端子６０を備えている。

ニ号図面第３図

                    物件目録５の２（ホ号物件）

一　図面の説明
　　第１図はホ号物件の正面図（別紙物件目録５の第１図と同じ）
    第２図はホ号物件の使用態様を示す正面図（別紙物件目録５の第２図と同じ）
    第３図はホ号物件の電気的構成を示すブロック図
    第４図はホ号物件の筐体のカバーを取り外した状態の内部略示正面図（別紙物
件目録５の第４図と同じ）



    第５図は表示板及びランプ取付板などを前倒させた状態の内部構造図（別紙物
件目録５の第５図と同じ）

    １０　　表示装置（ホ号物件：呼出しランプ「グラフリー」）
    １２　　筐体
    １２ａ　背板
    １２ｂ　カバー
    １４　　表示板
    ２０ａないし２０ｆ　ランプ部
    ２２　　呼出しスイッチ
    ２５　　制御装置
    ２５ａ　プリント基板
    ２５ｂ　ランプ取付板
    ２８　　ＣＰＵ
    ２９　　ワンチップマイクロコンピュータ
    ３０、３２　メモリ
    ５３　　磁石センサ
    Ａ　　　パチンコ台

二　構造の説明
  ①　別紙物件目録５の「二　構造の説明①」と同じ
  ②　別紙物件目録５の「二　構造の説明②」と同じ
  ③　別紙物件目録５の「二　構造の説明③」と同じ
  ④　別紙物件目録５の「二　構造の説明④」と同じ
  ⑤　別紙物件目録５の「二　構造の説明⑤」と同じ
  ⑥　別紙物件目録５の「二　構造の説明⑥」と同じ
　⑦　表示装置１０は、ランプ点灯用の入力端子６０を備えている。

ホ号物件第３図別紙図Ａ別紙図Ｂ


